
運営費交付金収益 4¶056¶082¶338 {期間進行基準を採用した業務：上記業務達成基準を採用した業務以外の全ての業務
|当該業務に関する損益等
ア）損益計算書に計上した費用の額：4¶242¶282¶766

（収集保管事業費 339¶365¶505 展覧事業費 283¶864¶222 調査研究事業費 382¶045¶597 教育普及事
業費 707¶520¶231 一般管理費 2¶529¶487¶211）

イ）自己収入に係る収益計上額：該当なし
ウ）固定資産の取得額：美術品・収蔵品 5¶866¶340 建物 15¶555¶750 構築物15¶562¶793 工具器具備品
20¶517¶635 特許権仮勘定 213¶600

}運営費交付金収益化額の積算根拠
期間が経過したので、財源として予定されていた運営費交付金の計画額を収益化

資産見返運営費交付金 51¶636¶178

建設仮勘定見返運営費交付金 213¶600

期間進行基準によ
る振替額 資本剰余金 5¶866¶340

計 4¶113¶798¶456

運営費交付金収益 `

費用進行基準によ
る振替額

資産見返運営費交付金 `

`（費用進行基準を採用した業務は無い）
資本剰余金 `

計 `

会計基準第80第３項による振替額 ` `（該当なし）

合 計 額 5¶869¶143¶245

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交付年度
運 営 費 交 付 金 債 務 残 高

残高の発生理由及び収益化等の計画
業務等区分 金 額

展覧事業 `

収集保管事業 14¶759¶883

業務達成基準を採用
した業務に係る分 教育普及事業 `

退職手当等 `

〇業務達成基準を採用する美術作品等の収集業務について、計画に基づく美術作品等を収集できなかったこと
から、計画予算額と支出額の差額を運営費交付金債務として翌事業年度に繰越したもの。美術作品等の収集業
務については、翌事業年度において計画どおりの成果を達成できる見込みであり、翌事業年度で収益化する予
定である。

18 年 度
小 計 14¶759¶883

期間進行基準を採用
した業務に係る分 ` `

期間進行基準を採用した業務は、上記業務達成基準を採用した業務以外の全ての業務である。
中期計画の予定どおりに本事業年度に実施すべき業務を実施し、対応する運営費交付金を収益化したため、運
営費交付金債務の翌事業年度への繰越額は無い。

費用進行基準を採用
した業務に係る分 ` ` `（費用進行基準を採用した業務は無い）

計 14¶759¶883

展覧事業 `

〇業務達成基準を採用する美術作品等の収集業務について、計画に基づく美術作品等を収集できなかったこと
から、計画予算額と支出額の差額を運営費交付金債務として翌事業年度に繰越したもの。美術作品等の収集業
務については、翌事業年度において計画どおりの成果を達成できる見込みであり、翌事業年度で収益化する予
定である。
〇業務達成基準を採用する退職手当について、計画予算額と支出額の差額を運営費交付金債務として翌事業年
度に繰越したもの。退職手当については、今中期計画期間において計画どおりの成果を達成できる見込みであ
り、今中期計画期間に収益化する予定である。

収集保管事業 109¶732¶650

業務達成基準を採用
した業務に係る分 教育普及事業 `

退職手当等 62¶637¶105

19 年 度 小 計 172¶369¶755
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